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脳血流SPECT
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　【目的】　SPECTによる局所脳血流の定量測定の

精度を向上させるために必要な条件は，第一に各

トレーサに応じた最適なモデル解析を用いるこ

と，第二にγ線の散乱・吸収の影響を，より正確に

補正することである．そこで，正常例および血行

力学的脳虚血例を対象として，安静時局所脳血流

量（rCBF），脳循環予備能（regional　vascular　reserve：

rVR）をSPECTにより定量し，現在提案されている

散乱・吸収補正法の影響について評価することを

目的とした多施設共同研究を行った．

　【方法】　健康成人：2－3例／各施設，および脳

動脈主幹部に閉塞性病変を有する血行力学的脳虚

血例：7－8例／各施設を目標症例数とした．局所脳

血流定量法として，1231・・IMP　microsphere法または

i2il－IMP　ARG法のいずれかを選択することとし

た．脳循環予備能rVRは，【acetazolamide（15mg！

kg）負荷時rCBF／安静時rCBF－1】×100％として

測定した．散舌い吸収補正法として，①散乱補正

なし＋Chang吸収補正（μ＝0．073）．②散乱補正な

し＋γ線transmission・CT（TCT）による吸収補正．

③TEW散乱補正＋Chang吸収補正（μニ0．146）．④

TEW散乱補正＋TCT吸収補正の4通りの補正を行

い，rCBF，　rVRを求めた．こらら4通りの方法に

よって得られたrCBF定量画像の水平断層像（別に

定める4スライス）に対して直径約2cmの円形関

心領域（ROI）：36か所を設定し，　ROI内の平均rCBF

値を算出した．健康成人では，各ROIを皮質（灰白

質），両側MCA領域，深部灰白質，白質，小脳，

脳幹に分類し，患者群では，各ROIを各支配血管

別（MCA，　ACA，PCA）および小脳，脳幹に分類

し，それぞれの平均rCBF値を算出した．

　【解析l　D健康成人では，4通りの方法で得られ

た各ROIのrCBFおよびrVRの平均値±S．D．を求

め，それぞれの方法間で統計学的に検定した．ま

た，各ROIを分類集計し，同様の検定を行った．

さらに，相互のデータから直線回帰式を得，補正

の効果について検討した．2）患者群では，4通りの

方法で得られたrCBFおよびrVRを各血管支配別

に分類集計し，各領域の平均値±S．D．を求め，それ

ぞれの方法間で統計学的に検定した．また，これ

らの値を健康成人から得られた値と比較対比した．

　【結果と結論】　TEW散乱補正により，低灌流域

での過大評価と，高灌流域での過小評価が補正さ

れた．また，TCT吸収補正により，脳血流の全般

的な過小評価が補正されるとともに，不均一吸収

体である頭蓋骨のγ線吸収が，pixel　levelで補正さ

れることが証明された．TEW散乱補正とTCT吸収

補正の組み合わせにより，SPECT定量の精度の向

上が図られるものと考えられる．現在，新たに提

案されている種々の散乱・吸収補正法は，トレー

サのモデル解析とともに，SPECT定量における必

須項目として今後臨床応用されることが必要であ

る．
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